
第 78 号

4。  4

目

次

私
は
今
…
…
…
…
…
…
１
■
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

川
　
柳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
情
報
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

電
話
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
…
…
…
…
…
…
…
四

Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｎ
響

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
四

自
動
車

・
携
帯
電
話
が
よ
り
便
利
に
…
…
…
…
…
…
…
…
五

電
友
会
員
用
保
険
に
つ
い
て
の
お
し
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
五

テ
ル
ウ
ェ
ル
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

余
　
栄

表
紙
の

敬
　
弔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

余
技
作
品
展

（香
川
電
友
会
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

第
十

一
回
四
国
交
換
会
を
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

四
国
学
園

・
研
修
セ
ン
タ
の
集
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

ハ
テ
な
？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

随
　
筆
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

高
市
沖
見
　
　
板
東
秀

一

渡
部
貞
好

七

言
葉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
…
…
…
七

-1-

ミヽ:|||、 .1



匡|四友電第78号

、
　

ｏ
　
鎌
倉
　
則
繁

　

　

（松
山
）

公
社
を
退
職
し
て
十
七
年
、
電
友
会
会
報
の
敬
弔

欄
で
、
友
の
こ
と
な
ど
が
気
に
な
る
今
日
こ
の
頃
、

家
内
と
二
人
で
堀
江
の
閑
居
で
家
庭
菜
園
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
毎
日
の
日
課
で
す
。

三
年
前
に
体
調
を
壊
し
胃
の
手
術
を
し
ま
し
た
が
、

大
分
回
復
し
た
の
で
、
余
生
を
社
会
奉
仕
と
ボ
ケ
防

止
に
と
、
町
内
会
長
、
老
人
会
長
な
ど
の
雑
用
を
引

き
受
け
、
割
合
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
湾
岸
戦
争
、
ソ
連
邦
の
解
体
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
な
ど
、
激
動
の
平
成
三
年
が
終
わ
り
、
壬

申
の
四
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
六
十
年
前
の
壬
申
の

年
は
昭
和
七
年
で
、
上
海
事
変
勃
発
の
年
で
あ
り
、

さ
ら
に
六
十
年
前

の
明
治
五
年
は
廃
藩
置
県
の
年

で
、
そ
の
翌
年
に
愛
媛
県
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

申
に
人
が
加
わ
る
と

「伸
び
」
に
通
じ
ま
す
。
平

成
四
年
が
良
い
意
味
で
の
発
展
に
通
ず
る
転
換
期
で

あ

っ
て
欲
し
い
と
願
す
次
第
で
す
。

ｏ
　
福
島
　
　
明
　

　

（松
山
）

退
職
し
て
十
年
、
持
病
の
ぜ
ん
そ
く
と
付
き
合

っ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
息
災
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

退
職
直
後
か
ら
園
芸
を
始
め
ま
し
た
。
と
り
と
め

の
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
今
は
数
も
殖
え
、
結

構
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

万
事
二
日
坊
主
の
私
で
す
が
、
成
人
病
退
治
に
よ

い
と
言
わ
れ
る
酢
大
豆
の
常
食
、
半
身
入
浴
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
不
思
議
と
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
と
、
般
若
心
経
の
写
経

）

を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
続
き
そ
う
で
、
ま
も
な

ぐ

一
千
枚
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ｏ
　
西
崎
　
勝
美

　

　

（伊
予
）

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
第
二
の
職
場
を

退
い
て
か
ら
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
各
種
団
体
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
結
構
忙
し
く
、
健
康
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。お

陰
様
で
、
地
域
社
会
の
人
々
と
の
交
流
の
中
か

ら
、
よ
き
友
を
得
る
喜
び
や
、
諸
行
事
を
通
し
て
の

楽
し
み
な
ど
、
元
気
で
地
域
の
お
世
話
が
で
き
る
こ

と
を
幸
せ
に
思

っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
家
内
と
二
人
だ
け
の
生
活
で
す
が
、
た
ま

に
帰

っ
て
来
る
孫
達
の
元
気
な
顔
を
見
る
の
が
、
何

よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

ｏ
　
長
野
　
一二
郎

　
　

（今
治
）

十
五
年
ほ
ど
前
、
胸
が
痛
む
の
で
病
院
で
検
査
の

結
果
、
狭
心
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

過
激
な
運
動
は
要
注
意
の
た
め
、
自
宅
で
菊
作
り

や
草
花
の
手
入
れ
な
ど
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
自
治
会
の
老
人
会
で
副
会
長
と
し
て
、

会
の
運
営
に
微
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
は

「電
電
今
治
Ｏ
Ｂ
友
の
会
」
の
副
会

長
と
し
て
、
お
世
話
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
と
の
旧
交
を
温
め
る
機
会

が
多
く
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
　
田
中
　
静
子
　

　

（新
居
浜
）

私
の
趣
味
は
、
書
道
と
詩
吟
を
主
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
公
募
書
道
展
に
出
品
し
、
書
友
と
受

賞
を
喜
び
合
い
、
励
み
に
し
て
い
ま
す
。

詩
吟
で
は
昇
段
試
験
、
競
吟
が
あ
り
、
そ
の
中
で

あ
る
種
の
緊
張
感
を
自
分
の
若
返
り
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
平
穏
無
事
で
好
き
な
こ
と
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
夫
が
病
死
し
、
こ
の
投
稿

依
頼
を
受
け
た
時
は
服
喪
中
で
、
悲
し
み
の
ど
ん
底

で
し
た
。

今
は
忌
明
け
の
法
要
も
す
ま
せ
、
少
し
ず

つ
落
ち

着
き
を
取
り
も
ど
し
、
旅
行
好
き
の
夫
と
出
か
け
た

楽
し
か
っ
た
頃
を
偲
ん
で
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

○
　
塩
田
　
勝
重

　

　

（高
松
）

現
在
の
生
き
甲
斐
と
言
え
ば
、
週
二
回
の
ゴ
ル
フ

と
、
か
が
わ
長
寿
大
学
教
養
講
座
の
二
回
生
と
し
て

受
講
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
ゴ
ル
フ
は
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
午
前
中
二
時

間
半
位
を
友
人
と
プ
レ
ー
し
た
り
、　
一
人
で
回
り
足

腰
の
衰
え
防
止
と
楽
し
み
を
満
喫
し
て
い
る
が
、
平

日
の
プ
レ
ー
は
空
い
て
い
て
気
分
が
ゆ
っ
た
り
し
、

肉
体
の
健
康
管
理
に
役
立
っ
て
い
る
。

頭
脳
の
方
は
、
財
団
法
人
香
川
県
長
寿
社
会
セ
ン

タ
ー

（理
事
長

・
香
川
県
知
事
）
主
催
の
か
が
わ
長

寿
大
学
教
養
講
座
を
現
在
二
回
生
と
し
て
受
講
中

で
、
二
月
に
卒
業
、
引
き
続
き
社
会
貢
献
の
素
養
を

培
う
た
め
地
域
活
動
実
践
講
座
が
新
設
さ
れ
る
の

で
、
受
講
し
よ
う
と
思

っ
て
い
る
。

教
養
講
座
の
講
師
陣
は
、
香
川
大
学

・
四
国
学
院

大
学

・
香
川
医
科
大
学

・
明
善
短
期
大
学
の
各
教
授

を
始
め
、
四
国
新
聞
論
説
委
員

・
郷
土
史
家

・
随
筆

家
等
々
で
、
大
変
有
意
義
で
、
や
わ
ら
か
頭
を
保
つ

よ
う
心
が
け
て
い
る
。
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）

ｏ
　
原
　
昭
二
郎

　
　

（高
松
）

先
輩

・
同
朋
の
皆
様
方
に
は
、
常
々
お
世
話
に
な

り
、
ま
た
何
か
と
ご
迷
惑
や
お
手
数
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
厚
く
お
礼
と
と
も
に
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
ま
ず
は
健
康
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
大
分

難
聴
に
て
、
人
様
に
も
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
酒

。
煙
草
を
止
め
て

ま
す
ま
す
可
愛
げ
の
な
い
男
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
老
妻
と
二
人
暮
ら
し
で
す
が
、
孫
が
時
々
来

て
も
み
く
ち
ゃ
に
し
て
く
れ
ま
す
。
社
労
士
業
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
勿
論
儲
け
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ｏ
　
高
島
　
露
子
　

　

（琴
平
）

三
年
ほ
ど
前
か
ら
お
菓
子
の
教
室
に
通
っ
て
い
る
。

お
菓
子
は
気
ま
ぐ
れ
だ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
が

形
や
味
を
左
右
す
る
。
泡
立
て
も
火
加
減
も
結
構
気

を
使
う
し
、
力
が
要
る
。
で
も
夢
中
で
作

っ
て
い
る

と
、
気
分
は
爽
快
、
ひ
し
ひ
し
と
満
足
感
が
添
れ
て

く
る
。

私
は
シ
ュ
ウ
ク
リ
ー
ム
が
大
好
き
。
ぱ
く
り
と
ほ

お
ば
る
と
、
軽
い
甘
さ
が
口

一
杯
に
広
が
る
。
あ

ゝ

な
ん
て
幸
せ
Ｈ

季
節
の
感
覚
を
パ
ン
や
ケ
ー
キ
に
焼
き
込
ん
で
、

ご
近
所
や
友
人
に
お
す
そ
分
け
し
て
は
喜
ん
で
い
る
。

皆
さ
ん
も
お
菓
子
は
い
か
が
…
。

ｏ
　
原
　
　
重
雄
　

　

（徳
島
）

電
信
電
話
会
館
を
退
職
し
て
か
ら
は
、
趣
味
の
俳

句
と
下
手
な
習
字
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

年
二
回
の
徳
島
老
人
連
合
会
の
作
品
展
と
、
徳
島

市
老
連
の
作
品
展
に
向
け
て
、
毛
筆
の
競
書
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
展
示
会
終
了
直
後
に
は
、
毎
回

会
員
を
引
率
し
て
小
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

俳
句
は
Ｏ
Ｂ
会
の
有
志
で

「眉
秋
会
」
を
作

っ
て

い
ま
す
が
、
ほ
か
に
松
苗
、
清
風
の
二
社
に
も
投
句

し
た
り
、
句
会
に
参
加
し
た
り
で
、
結
構
忙
し
い
毎

日
で
す
。

健
康
管
理
は
、
毎
朝

一
時
間
余
ウ
ォ
ー
ク
す
る
こ

と
で
、
夕
食
時
に
は
晩
酌
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ｏ
　
山
本
　
栄
吾

　

　

（高
知
）

会
員
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

退
職
し
て
十
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

お
陰
様
で
大
し
た
病
気
も
せ
ず
、
毎
朝

・
夕
、
大

に
連
れ
ら
れ
て
の
鏡
川
畔
の
散
歩
、
月
二
～
三
回
、

釣
キ
チ
仲
間
と
の
桂
浜
沖
で
の
船
釣
り
な
ど
、
ボ
ケ

防
止
と
健
康
維
持
？
に
つ
と
め
て
い
る
昨
今
で
す
。

今
年
は
高
速
道
路
も
開
通
と
の
こ
と
、
温
か
ど
なヽ

っ
た
ら
、
東
北

へ
の
気
ま
ま
な
マ
イ
カ
ー
旅
行
を
も

く
ろ
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
て
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
…

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ｏ
　
森
田
　
予
「
乃
　

　

（伊
野
）

早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
十
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

四
十
年
間
の
局
生
活
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

方
を
思
い
出
し
、
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

今
は
健
康
に
留
意
し
て
、
仁
淀
川
の
河
原
を
三
十

分
く
ら
い
散
歩
す
る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
友
人
と

一
緒
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
の
も
楽

し
み
の

一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
趣
味
を
も
ち
、
人
と
の
出
合
い
を
大

切
に
し
て
、
残
さ
れ
た
人
生
を
有
意
義
に
生
き
た
い

）と
願

っ
て
い
ま
す
。

○
　
土
田
笑
美
子

　

　

（土
佐
清
水
）

昨
年

一
月
、
孫
を
だ
っ
こ
し
て
庭
に
下
り
よ
う
と

し
て
、
す
べ
っ
て
孫
と
共
に
転
び
背
骨
を
傷
め
ま
し

た
。
健
康
の
お
話

の
中
で
、
長
生
き
の
秘
訣
は

ｏ
風
邪
を
ひ
か
ぬ
こ
と
。

ｏ
転
ば
ぬ
こ
と
。
（私
は
バ
ツ
で
し
た
。
）

ｏ
く
よ
く
よ
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
こ
と
。

だ
そ
う
で
す
。

今
は
何
事
に
も
気
を
つ
け
、
真
向
法
体
操
な
ど
を

し
て
健
康
管
理
に
つ
と
め
る
と
共
に
、
時
に
は
主
人

の
趣
味
の
硯
作
り
に
手
を
貸
し
て
、
物
を
作
る
面
白

味
も
味
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
何
事
も
楽
し
く
と
心
が

け
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

叫

碑

佐
々
木

軒
店
で
売
る
筍
は
土
を
添
え

散
歩
中
の
下
駄
と
サ
ン
グ
ル
会
釈
す
る

べ
か
ら
ず
の
立
札
が
泣
く
風
致
地
区

老
妻
が
ラ
イ
タ
ー
売
り
に
出
そ
う
か
と

手
づ
か
み
で
食
べ
る
マ
ナ
ー
の
国
が
好
き

森

安

文

子

喬

松
）

十
八
の
夢
い
つ
咲
か
す
花
鋏

麦
ご
は
ん
登
校
拒
否
の
知
ら
ぬ
ペ
ン

さ
ざ
波
の
海
で
泳
い
だ
浮
き
袋

二
級
酒
に
す
ぐ
踊
り
出
す
蝶
の
羽
根

ど
の
道
も
通
っ
て
み
た
い
靴
の
ひ
も
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フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ

ル

・
プ

ッ
シ

ュ
回
線

・

キ

ャ
ッ
チ
ホ

ン

‐―
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
―

話
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
を
聞
き
ま
し
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
四
国
に
お
け
る

「電
話
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
実
態
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行

い
、
一
一
の
ほ
ど
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
テ
レ
ホ
ン

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
主
要
ツ
ー
ル
「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
・「ブ

ッ
シ
ュ
回
線

‐・
・
「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
」
に
つ
い
て
四
国

円
県
の
約
四
百
人

（各
県
百
人
）
を
対
象
に
調
査
し

た
も
の
で
す
っ

☆

「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

『
無
料
で
の
注
文

・
予
約
が
、
女
性
に
人
気
』

〔〇

一
二
〇
〕
で
は
じ
ま
る

「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

は
、
全
体
の
認
知
度
で
約
八
七
％
と
非
常
に
高
く
な

っ
て
お
り
、
男
女
別
で
は
、
女
性

（約
九
〇
％
）
が

男
性

⌒八
〇
％
）
よ
り
約

一
〇
％
も
高
く
、
年
代
別

で
は
二
十
才
代
～
五
十
オ
代
に
か
け
て
高
率
と
な

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
経
験
で
見
て
も
、
女
性

（約
七
三
％
）

の
方
が
男
性

（約
六

一
％
）
に
比
べ
約

一
三
％
も
多

く
な

っ
て
い
ま
す
。

利
用
目
的
は
、
「
注
文

・
予
約
」

（約
七
三
％
）
が

圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で

「
問
い
合
わ
せ
」
、
「
資
料

等
の
請
求
」
の
順
と
な

っ
て
お
り
、
男
女
別
、
年
代

別
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な

っ
て
お
り
ま
す
．

今
後
導
入
し
て
欲
し
い
業
種
で
は
「
米
屋
・洒
屋
」
、

「
病
院

・
診
療
所
」
、
「
タ
ク
シ
ー
」
と
い
っ
た
日
常
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ヽ
′NHK交響楽団来演

―瀬戸の夕べにハー トフルー

『
rヾ TT・ N響 コ 卜 』 宅■ i詳尋44奎

6月 1日 (月 )

NTT`山 では、 6月 1日 (月 )、 NHK交 響楽団を迎え、「第 75回 NTT・ N響コン

す― 卜」を、松山市の愛媛県県民文化会詰で開催します。

このコンサー トは、NTTが 昭和 60年 4月 から文化活動の一環として、全El各地で行っ

てきて tヽ るもので、レベルの高い音楽を通 してコミュニケーションが、より豊かになること

を手って実施するものです。

なお、今回の公演は違算 75回 目て、四国では 5回 目となります。

今亘は、指rを山下一史さん・バイオリンを堀正文さんにより、モーツアル トの 「バイオ

リン
=妻

菫第 5番」など3由の演奏を予定 しており、クラシ /ク ファンの皆さんはじめ、音

楽愛好者の皆さんをき了することと思います。

0組 100名 (四 国地域対象)
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指揮者及びバイオリン奏者のプロフィルは、別紙のとおりです。

【「第75回 ヽTT N響 コンサートJの概要】 ヽ界
`D□

ヽ11 ヽ警コンブー J́の ほ女」

主 催 :NTT松 山

後 援 :愛媛県、愛媛県教育委員会、松山市、松山市教育委員会、NHK松 山放送局

E 時 :平成 4年 6月 1日 (月 )午後 6時 30分～午後 8時 30分 (予定 )

会 場 :愛媛県県民文 (ヒ 会館

出 演 :管弦楽 NHK交 響楽団、指 揮 山下 一史、バイオリン 堀  正文

由 目 :モ ーツアル ト  歌蒙|「 女はみんなこうしたもの」序由
バイオリン協奏曲第 5番 イ長調K 219
交響曲第 41番ハ長調K 551「 ジュピターJ

入場Tfi A席  4.000円 、B席  3.000円 、C席  2,000円
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生
活
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
男
女
別
で
も
、
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
．
た
だ
し
、
男
性
で

は
、
「
官
公
庁
」
と
い
っ
た
仕
事
に
関
す
る
業
種

へ
の

希
望
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
．

年
代
別
で
は
、
二
十
才
未
満

・
二
十
オ
代
で

「遊

園
地

・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
」
、
‐旅

館

・
ホ
テ
ル
」
と
い

っ
た
レ
ジ
ャ
ー
関
係

へ
の
希
望
が
高

い
の
に
比
べ
、

働
き
ざ
か
り
の
四
十
才
代
で
は
、
「官
公
庁
」
へ
の
希

望
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
．

☆

「プ

ッ
シ
ュ
回
線
」

「
ピ

。
ポ

・
パ
と
す
ぐ
に
つ
な
が
っ
て
便
利
、
女
性

は
お
し
ゃ
れ
感
覚
で
利
用
』

ビ
・
ボ

・
パ
で
す
ぐ

つ
な
が
る

「ブ

ッ
シ
ュ
回
線
」

は
、
全
体
の
認
知
度
で
約
七
九
％
と
な

っ
て
お
り
、

年
代
別
で
は
二
十
才
代
が
約
八
八
％
と
最
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
．

ま
た
利
用
動
機
は
、
「す
ぐ
に
つ
な
が
る
」

（約
六

七
％
）
、
‐
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
う
け
ら
れ
る
」

（三
二
％
）
と
い
っ
た
機
能
性
を
重
視
し
て
お
り
、

特
に
女
性
で
は
男
性
に
比
べ

「
お
し
ゃ
れ
だ
か
ら
」

が
非
常
に
多
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
重
視
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
し

使

い
勝
手
は
、
「す
ぐ
に

つ
な
が
り
便
利
」
（七

八
％
）
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
さ
に
満
足
し
て
い
る
人
が

圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た

「
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が

う
け
ら
れ
便
利
」
、
「
ピ
ポ
パ
の
音
が
心
地
よ
い
」
と

い
っ
た
機
能
而
に
満
足
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
．

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
近

い
う
ち
に
利
用
し

た
い
」
、
「
当
面
予
定
は
な

い
が
そ
の
う
ち
利
用
し
た

い
」
と
思

っ
て
い
る
人
が
全
体
の
五
０
％
を
超
え
て

い
ま
す
が
、
女
性
の
場
合
は

「
当
面
予
定
は
な

い
が

そ
の
う
ち
利
用
し
た
い
一
の
比
率
が
高
く
慎
重
な
人

が
多

い
よ
う
で
す
．

十

「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
」

「
待
た
せ
る
の
は
気
が
ひ
け
る
が
、
話
し
中
が
な
く

な
り
安
心
』

通
話
中

で
も
他

の
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
れ
る

「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
」
は
、
全
体
の
認
知
度
で
約
九
〇
％

と
非
常
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
．

ま
た
利
用
動
機
は
、
「便
利
だ
か
ら

‐・
（約
七
八
％
一

と
い
う
機
能
性
を
重
視
し
て
お
り
、
男
女
別
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
．

使

い
勝
手
は
、
「大
事
な
話
を
逃
さ
ず
便
利
」
（約

六
八
％
一
、
「話

し
中

が
な
く
な
り
安
心
」
（約

六

六
％
）
、
と
機
能
面
に
満
足
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
女

性
の
満
足
度
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
．
反
面

「相
手

を
待
た
せ
気
が
ひ
け
る
」
（約
二
０
％
一
と
使
利
さ
は

理
解
し
て
い
る
が
た
め
ら
い
が
あ
る
こ
と
も

小
し
て

い
ま
す
■

今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も

「利

用
し
た
い
」
と
思

っ
て
お
り
、
特
に
三
卜
才
代
未
満

の
世
代
で
は
約
七
七
％
に
も
な

っ
て
お
り
、
「
キ
ャ
ッ

チ
ホ
ン
」
が

″
電
話
世
代
の
必
需
品
″
と
し
て
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
ま
す
．

容
量
方
式
で
よ
り
便
利
に

自
動
車

・
携
帯
電
話
が

一
層
安
定
し
た
通
話
品
質
に
／

三
月
二
十
日
０
か
ら

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
二
月
ニ
ト
日
０
、
松
山

・
高

松

・
坂
出
地
域
の
自
動
車

・
携
帯
電
話
の
無
線
方
式

に
四
国
で
初
め
て
新
方
式

（大
容
量
方
式
）
を
導
入
、

現
行
方
式

（中
小
都
市
方
式
一
と
の
併
用
に
よ
り
、

一
層
安
定
し
た
通
話
品
質
で
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
っ

こ
の
新
方
式
は
、
自
動
車

・
携
帯
電
話
の
需
要
が

増
加
し
た
の
に
伴
い
、
通
話
回
線
の
不
足
し
て
き
た

大
都
市
地
域
を
中
心
に
通
話
回
線
容
量
の
増
大
及
び

通
話
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
全
国
的
に
導
入
が

准
一め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
「

新
方
式
で
は
、
通
話
回
線
の
容
量
が
現
行
方
式

（最

大
三
十
二
回
線
）
に
比
べ
て
約
七
倍

（最
大
三
百
十

五
回
線
一
と
な
り
、
通
話
回
線
の

一
層
の
確
保
が
図

１，
れ
ま
す
．

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
半
径
を
現
行
方
式
の

約
卜
～
二
十
ｋｎ‐
に
対
し
て
、
約
二
ｋｎ‐
と
大
幅
に
狭
め

基
地
局
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
山
影
や
ビ
ル
の

谷
間
な
ど
電
波
の
弱
い
地
域
を
カ
バ
ー
し
、
さ
ら
に

良
好
で
均
質
化
し
た
通
話
品
質
が
得
ら
れ
ま
す
．

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
お
客
様

に
、
よ
り
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
自
動
車
・

携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
、
通
話
品
質
の

改
善
を
図
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
友
会

員

用
保
険

に

つ

い
て

の
お
知

ら

せ

●）

生
命

・
傷
害
セ
ッ
ト
保
険

（契
約
随
時
）
の
お

問
い
合
わ
せ
先
は
、
松
山
市
の
安
田
火
災
愛
城
支

店

（０
八
九
九
―
四
三
―

一
二
九
九
一
と
な

っ
て

お
り
ま
す
が
、
お
か
け
に
な
る
場
合
は
コ
レ
ク
ト

コ
ー
ル

一通
話
料
金
相
手
払
）
の
ご
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
し

利
用
方
法
は
、
局
番
な
し
で

一
〇
六
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
交
換
係
が
出
た
ら
、
前
記
の
番

け
を
告
げ
、
接
い
で
も
ら

っ
て
下
さ
い
．

二）

団
体
傷
害
保
険
は
、
さ
る
二
月
十
五
日
を
も

っ

て
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
が
、
七
月
頃
、
今
春
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
退
職
者
を
対
象
に
勧
誘

（十
月

一
日
～
来
年
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四
月

一
日
の
半
年
分
）
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

契
約
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
頃
各
県
事
務
局
で
用

紙
を
貰

っ
て
下
さ

い
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
創
立

四
十
周
年
を
記
念

四
国
各
県

の
身
障
者
授
産
施
設
等

ヘ

自
動

三
輪
車

五
台
を
寄
贈

テ
ル
ウ
ェ
ル
の
社
会
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
、

本
部
に
お
い
て
昭
和
六
十
年
に
創
立
三
十
周
年
を
記

念
し
て
創
設
さ
れ
た

「社
会
福
祉
事
業
基
金
」

一
億

五
千
万
の
運
用
益
で
、
毎
年
全
国
の
特
定
地
域
の
福

祉
施
設
等

へ
の
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
本

年
は
創
立
四
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
基
金
も

一
億

五
千
万
円
を
追
加
、
二
億
円
と
し
て
、
今
回
的
に
助

成
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
国
支
部
で
も
、
各
県
下
の
福
祉
施
設

へ
総
額
百

六
十
万
円
の
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
、
次
の
身
障
者

授
産
施
設
等
に
自
動
三
輪
車

一
マ
イ
ビ
ア
）
五
台
を

支
部
長
、
各
営
業
所
長
か
ら
寄
贈
、
福
祉
施
設
の
関

係
者
か
ら

「身
障
者
の
機
能
回
復
や
軽
量
の
荷
物
運

搬
等
に
役
立
て
ま
す
っ

」
レ
一大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

（愛
媛
県
）

・
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設

「東
予
希
望
の
家
」
（東
予
市
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

，
〓
■
●
Ｌ
に　
）

「久
万
の
里
」
（上
浮
穴
郡
久
万
町
一

（香
川
県
）

・
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設

「朝
日
同
」
（本
田
部
三
木
町
）

⌒徳
島
県
一

・
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設

「
眉
山
園
‐
（徳
島
市
）

（高
知
県
）

‥
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設

「高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

（高
知
市
）

四
県
の
退
職
者
サ
ロ
ン

Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
好
評

平
成
三
年
十
二
月
十
八
日
、
高
知
市
内
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
お
び
や
ま
ち
」
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
四
県
四
か
所
の
退
職
者
サ

ロ
ン
が
で
そ
ろ

い
、
地
域
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
憩

い
の
場
と
し
て
大
変

喜
ば
れ
、
そ
の
利
用
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
か
ら
全
面
的
に
そ
の
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る

テ
ル
ウ

ェ
ル
と
し
て
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
じ

ち
な
み
に
、
四
県
の
退
職
者
サ

ロ
ン
の
設
置
場
所

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
四
県
と
も
、
女
性
の
受
付
者
が
配
置
さ
れ
、

湯
茶
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
支
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
各

営
業
所

へ
―
―
―
‐

●
愛
媛

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
か
つ
や
ま
」

松
山
市
松
前
町
三
‐
八
―
二
十Ｔ‐
．
しな
■

ｏ
香
川

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
た
ま
も
」

高
松
市
内
町

一
―

一
一

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
松
支
店
北
ビ
ル
一

●
徳
島

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
び
ざ
ん
」

徳
島
市
中
徳
島
町

一
―
九

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
徳
島
社
宅
）

●
高
知

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「
お
び
や
ま
ち
」

高
知
市
帯
屋
町
二

―

五
‐

一
一

一Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支
店
中

ビ
ル
）

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

Ｎ

丁

丁
高

松

Ｏ

Ｂ
会

が

Ｎ

Ｔ
Ｔ
ボ

ッ
ク

ス
公
衆

電
話

を
清
掃

寒
風
が
吹
き
す
さ
ぶ

一
月
十
七
日
の
午
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
高
松
Ｏ
Ｂ
会
の
会
員
卜
四
名
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

高
松
支
店
の
指
導

・
後
援
を
受
け
て
、
テ
ル
ウ

ェ
ル

香
川
営
業
所
の
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前

・
玉
藻
公

園
北
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ッ
ク
ス
公
衆
電
話
三

十
五
台
を
三
班
に
分
か
れ
て
ウ
ォ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、

ボ
ッ
ク
ス
内
の
ビ
ン
ク
ビ
ラ
除
去
と
清
掃
を
行

い
、

合
わ
せ
て
通
話
機
能
の
作
動
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

当
初
は
寒
空
の
下
、
こ
わ
ば
る
手

つ
き
で
作
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
終
わ
る
頃
に
は
少
し
汗
ば
む
ほ

ど
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
感
謝
と
ね
ざ
ら
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
さ
わ
や
か
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
．

な
お
、
同
」―
午
前
中
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
「
た

ま
も
」
で
、
会
長
か
ら
収
集
し
た
古
切
手
の
整
理
を

行

い
、
繁
理
し
た
古
切
手
は
日
本
の
切
手
が
二
千
六

百
二
十
枚
、
外
国
切
手
が
九
十
五
枚
、
新
品
の
日
本

の
切
手
が
百
枚
と
大
変
な
数
で
、
午
後
の
活
動
と
合

わ
せ
て
、
九

一
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

ご
存
知
で
す
か

「
あ
ん
し
ん
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
サ
ー
ビ
ス

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ

ル
ー
プ
企
業
の
社
員
と
そ
の
家
族
等
の
皆
さ
ま
の

た
め
に
設
置
し
た
、
老
親
介
護

・
育
児
相
談
セ
ン
タ

「あ
ん
し
ん
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
お
請

け
し
、
昨
年
七
月
か
ら
主
任
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

始
め
と
す
る
専
門
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
し
、
各
種
の
ご

相
談
を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
．
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）

・
電
話
番
号
は
、〓ワ
「
「
ア
イ
キ
ル

・
相
談
時
間
は
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（祝
日

を
除
く
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

・
サ
ー
ビ
ス
内
容

（情
報
提
供
）
は
、

０
社
会
福
祉
施
設
の
案
内

養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ

・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
　
等

０
老
人
病
院
の
案
内

０
老
人
保
健
施
設
の
案
内

０
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
窓
口
の
案
内

Ｄ
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
お
よ
び

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
紹
介

０
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
紹
介

０
介
護
用
具
等
の
販
売

・
レ
ン
タ
ル
業
者
の
案
内

Ｑ
保
育
園

・
託
児
所
の
案
内

０
前
記
に
関
す
る
相
談

・
助
言

―
―
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
―
―

余
　
　
栄

元

亡
順

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
中
山
　
一二
郎
様

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
藤
原
　
重
明
様

従
五
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
白
石
　
血
（久
様

正
六
位
勲
五
等
旭
日
章

故
　
成
川
玄

一
郎
様

正
六
位

故
　
小
林
　
俊
雄
様

（松
山
一

（松
山
）

（松
山
）

（松
山
）

（今
治
）

カ

ト

レ

ア

春
蘭
が
楚
々
た
る
中
国
美
人
な
ら
、

そ
れ
こ
そ
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
か
、
フ
ラ
メ

瞳
の
大
き
い
唇
の
紅
い
女
達
だ
。

モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、　
い
か
に
も
洋
画
に
相
応
し

い
も
の
だ
が
、
私
は
こ
の
カ
ト
レ
ア
が
好
き
で
あ
る
。

現
代
は
い
ろ
い
ろ
と
、
本
当
に
美
し
い
種
類
が
つ
く

り
出
さ
れ
て
い
る
。

敬

弔

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

白
川
利
明
様

明
智
弘
四
様

新
居
吉
光
様

原
岡
義
行
様

波
部
光
男
様

辻
本
奈
良
雄
様

藤
岡
定
義
様

志
賀
松
利
光
様

後
安
良
助
様

小
林
俊
雄
様

水
口
村
太
郎
様

石
田
千
盛
様

成

川
玄

一
郎

様

山
口
豊
重
様

増

川
美

智

子
様

氏

名

４

・
３

・
１４

４

・
３

・
‐２

４

・
２

・
％

４

う

〓

２６

４

・
２

・
‐８

４

・
１

・
３０

４

・
１

・
２ ９

４

・
１

・
２４

４

・
１

・
Ｉ

４

・
１

・
１４

４

・
１

・
１２

３

・
１２

・
２ ８

死
亡

年
月

日

エハ
一一一

七 六
五

七
九

七
〇

八
〇

六
四

六
九

七
八

七
五

八
三

八
三

七
〇

五
九

享
年

山

松 松

山

徳
　
島

松

山

松
　
山

徳

島

松
　
山

昔同
　
松

宇
和
島

今

'台

伊

予

昔同
　
松

杉ヽ

山

権ヽ

山

徳
　
島

所
　
属

余
技
作
品
展
開
催
の
お
し
ら
せ

（香
川
電
友
会
）

香
川
電
友
会
で
は
、
Ｏ
Ｂ
有
志
に
よ
る
余
技
作
品

展
を
次
に
よ
り
開
催
し
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
．

●
開
催
日
時
　
五
月
ニ
ト
ロ
～
同
二
十
四
日

（十
時
～
卜
八
時
）

●
開
催
場
所
　
四
電
ブ
ラ
ザ

（高
松
市
丸
亀
町

一
一
―

一
）

第
十

一
回
四
国
交
換
会
を
開
催

四
国
管
内
の
電
気
通
信
交
換
技
術
の
経
験
者
の
集

い
で
あ
る
四
国
交
換
会

（仲
神
会
長
）
が
、
百
二
十

三
名
の
会
員
参
加
の
も
と
に
、
去
る

一
月
十
七
日
⑥

午
後
六
時
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ブ
ラ
ザ
松
山
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｂ
会
員
は
現
在
、
愛
曖
百
五
十
名
、
香
川
七
十

四
名
、
徳
島
四
卜
名
、
高
知
二
十
六
名
の
合
計
三
百

名
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
寒

い
折
と
て
、
当
日
の
参

加
者
は
二
十
五
名
で
あ

っ
た
．
意
久城
十
九
名
、
香
川

四
名
、
徳
島

一
名
、
高
知

一
名
一

こ
の
会
は
、
会
員
相
互
の
意
見
交
流
と
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
、
交
換
技
術
の
発
展
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
の

円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る
の
が
趣
旨
で
、
毎
年

一
同

定
例
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
が
十

一
回
日

ル
昇
ち

て
い
る
．

特
に
今
回
は
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
長
も
出
席

さ
れ
、
体
験
を
交
え
、
時
宣
を
得
た
講
話
を
い
た
だ

い
た
後
、
Ｏ
Ｂ
代
表
と
し
て
、
菅
優
氏
が
昔
の
思
い

荘

野

丹

秀

（内
海
）

カ
ト

レ
ア
は

ン

コ
を
踊

る
、
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出
の
中
か
ら
、
小
松
島
局
長
時
代
の
ベ
ス
ト
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
等
を
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
懇
親
会
に
入
り
、
先
輩

・
後
輩
の
絆
を
強

め
合
い
、
盛
会
裡
に
二
時
間
余
の
会
を
終
え
た
。

四
国
学
園

・
研
修
セ
ン
タ
の
集
い

四
国
電
気
通
信
学
園
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
二
十

七
年
、
そ
の
後
電
電
公
社
が
民
営
化
さ
れ
て
、
四
国

研
修
セ
ン
タ
と
改
称
、
さ
ら
に
昨
年
二
月
に
は
松
山

研
修
セ
ン
タ
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
四
十
年
間
に
在

勤
し
、
Ｏ
Ｂ
と
な
っ
て
松
山
に
在
住
し
て
い
る
者
は
、

総
勢
百
四
十
名
に
の
ぼ
る
が
、
去
る

一
月
二
十
五
日
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
に
Ｏ
Ｂ
六
十
七
名
、
現
役
十
二

名
が
集
ま
り
、
初
め
て
規
睦
の
集
い
を
も
っ
た
。

集
い
の
冒
頭
、
発
起
人
木
原
峰
義
氏

（第
七
代
学

園
長
）
、
永
井
周
治
氏

（松
山
研
修
セ
ン
タ
所
長
）
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
毎
年

一
回
開
催
し
て
い

く
う
え
で
、
代
表
者
と
し
て
磯
岡
芳
明
氏

（第
十

一

代
学
園
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
松
山
研
修
セ
ン
タ
の
現
状
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
通
信

料
金
な
ど
の
説
明
を
交
え
つ
つ
、
久
し
ぶ
り
に
会

っ

た
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。

二
時
間
余
の
昼
食
を
中
心
と
し
た
集
い
だ
っ
た
が
、

次
回
健
康
で
再
会
を
約
し
合
い
な
が
ら
散
会
し
た
。

（松
山

・
穴
吹
義
教
記
）

春
の
お
と
ず
れ
と
と
も
に

ツヽし、
の
ふ
る
さ
と

・
霊
場
巡
り

も
ふ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
次
の
お
寺
の
正
し

い
読
み
か
た
は
？

（全
て
下
段
が
正
解
）

野

島松

板

小

ん
ん
　
し
じ

せ
せ
　
４
え

ん
ん
　
ち
つ

き
こ
　
た
た

圏靖
国
神
社

に
詣

で
て音国

　
市
　
沖
　
見

（松
山
）

平
成
四
年
二
月
二
日
、
午
後
開
か
れ
る
会
議
ま
で

の
僅
か
な
時
間
を
利
用
し
て
、
不
馴
れ
な
地
下
鉄
を

乗
り
継
ぎ
乗
り
換
え
、
四
十
年
ぶ
り
で
二
度
目
の
靖

国
神
社
参
拝
を
し
た
。

お
と
と
い
の
大
雪
で
九
段
坂
は
真
っ
白
、
し
か
も

凍
結
し
て
い
る
。
歌
の
文
句
で
は
な
い
が
、
天
を
突

く
よ
う
な
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
大
村
益
次
郎

（明
治

軍
制
の
創
始
者
）
像
を
横
に
見
な
が
ら
、
滑
ら
な
い

よ
う
に
小
股
で
、
し
か
も
急
ぎ
足
で
登
る
。

神
前
に
額
ず
き
、
若
く
し
て
戦
陣
に
散
っ
た
友
人

を
始
め
多
く
の
戦
没
者
の
方
々
の
、
御
霊
の
安
ら
か

な
ら
む
こ
と
を
、
ひ
た
す
ら
祈
念
申
し
上
げ
た
が
、

も
う
三
度
と
お
参
り
す
る
こ
と
も
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
と
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

宮
居
を
後
に
し
、
境
内
を
散
策
中
、
大
額
の

「出

征
」
の
手
記
が
ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
。

出
　
　
征

ｏ
海
軍
二
等
飛
行
兵
曹
　
大
和
昭
五
（十
七
オ
・栃
木
県
）

昭
五
　
出
征
に
際
し
、
靖
国
神
社
に
部
隊
参
拝
に

上
京
す
。

式
後
　
自
由
時
間
あ
り
、
姉
ソ
ノ
子
宅
を
訪
間
。

昭
和
十
九
年
十
月
十
三
日

若
き
身
に
　
尊
き
任
務
い
た
だ
き
て

散
り
に
し
時
ぞ
　
心
安
け
き

ｏ
海
軍
上
等
水
兵
　
梅
村
清
次
含
一十
三
歳
・愛
知
県
）

自
分
の
戦
死
後
、
別
に
言
い
残
す
こ
と
な
し
、
こ

の
世
に
生
を
う
け
て
よ
り
二
十
有
余
年
の
永
き
間
、

大
恩
を
受
け
、
何
ら
報
い
ず
死
す
る
不
孝
を
お
許
し

下
さ
い
。

妹

へ
　
よ
く
父
母
の
命
に
し
た
が
い
、
自
分
と
二

人
分
の
孝
養
を
頼
む
。

父
上
　
母
上
　
妹
の
幸
福
を
祈
る
　
さ
よ
う
な
ら
。

君
が
為
　
何
か
惜
し
ま
む
若
桜

散

っ
て
か
ひ
あ
る

〈叩
な
り
せ
ば

同
じ
世
代
の
私
は
、
読
む
う
ち
に
、
人
前
も
悼
ら

ず
、　
Ｔ
フ
省
フ
と
落
つ
る
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

思
え
ば
、
私
が
日
本
を
後
に
し
た
の
は
二
十
二
才
、

梅
村
さ
ん
に
似
た
手
紙
を
、
両
親

・
弟
妹
に
送
っ
た

（着
い
た
か
ど
う
か
し
れ
な
い
が
）
こ
と
な
ど
を
思

い
出
し
な
が
ら
も
、
若
冠
十
七
才
や
二
十
三
オ
の
お

）

①霊 山 寺 14}ビ 亨t先 し (鳴 門)

③金 泉 寺

⑩立 江 寺

(室 戸 )

( 〃 )
(南 国)

(土 佐 )

(三 間 )

(松 山)

(小 松 )

(西 条 )

(観音寺 )

②最御崎寺|たζ鼻::じ

④津照寺にえき1与 し

⑫禅師峰寺lj究 ヒ蹂こし

⑩青 龍 寺 lti｀ :3計 じ

⑫仏 木 寺 {i:式 をし

○円明寺{究先食i｀ 与し
◎香園寺{ヨ 発究ヒ
○吉祥寺{き 考ヒi;ヒ
①神 恵院{ヒ 究電キ:だん
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二
人
の
崇
高
な
愛
国
心
と
孝
心
の
程
に
、
た
だ
た
だ

頭
が
下
が
り
、
心
打
た
れ
る
も
の
を
覚
え
た
。

涙
を
拭
き
拭
き
下
り
か
け
た
が
、
忘
却
す
る
は
残

念
と
急
ぎ
踵
を
返
し
、
手
記
を
認
め
た
次
第
で
あ
る
。

今
日
、
日
本
は
平
和
で
、
恵
ま
れ
過
ぎ
る
程
に
恵

ま
れ
、
飽
食
と
言
わ
れ
る
程
生
活
も
豊
か
で
あ
る
が
、

反
面
、
眉
を
墾
め
る
こ
と
の
多
い
世
相
で
も
あ
る
。

折
に
触
れ
、
手
記
の
心
情
を
想
起
し
て
ほ
し
い
も
の
。

喜
寿
を
越
え
て

板
　
東
　
秀
　
一

（徳
島
）

『時
』
と
い
う
も
の
は
誰
が
刻
む
の
だ
ろ
う
。
人
は

こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
、
様
々
の
人
生
模
様
を
描
き
、

そ
し
て
ま
た
永
遠
の
彼
方
に
去
っ
て
行
く
。
今
も
し

時
と
い
う
も
の
が
無
け
れ
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
は
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
？

過
ぎ
去
っ
た
時
間
は
無
限
に
早
く
、　
い
つ
の
間
に

か
七
十
八
歳
の
中
に
居
る
、
と
い
う
心
境
で
あ
る
。

大
阪
中
電
を
振
出
し
に
、
転
勤
す
る
こ
と
六
回
。

戦
争
中
は
た
ま
た
ま
大
阪
東
成
区
役
所
片
江
出
張
所

長
と
し
て
域
内
二
万
人
余
の
市
民
生
活
の
安
定
の
た

め
に
微
力
を
尽
く
し
た
が
、
ま
た
幾
多
の
苦
難
に
も

遭
遇
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
皆
懐
か
し
い
思

い
出
で
あ
る
。

わ
が
人
生
の
起
伏
を
ダ
ラ
フ
に
描
く
と
す
れ
ば
上

下
に
多
少
の
振
れ
も
あ
ろ
う
が
、
ま
あ
横

一
線
の
形

で
あ
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
長
丁
場
を
健
康
で

事
も
な
く
乗
り
切
り
得
た
と
な
れ
ば
、
我
な
が
ら
誉

め
て
や
っ
て
も
ょ
い
と
思

っ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
か

ら
の
人
生
は
ま
た
む
つ
か
し
い
。
時
の
ネ
ジ
の
巻
き

方
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
。
あ
ま
り
強
く
巻
か
れ
る

と
時
の
刻
み
も
早
く
な
る
、
と
な
れ
ば
こ
ち
ら
の
息

が
続
か
な
い
、
ほ
ど
ほ
ど
に
優
し
く
、　
い
た
わ
り
な

が
ら
巻
い
て
欲
し
い
と
念
じ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

奇
妙
な
立
場

渡
　
部
　
貞
　
好

（松
山
）

寒
く
て
も
お
天
気
が
良
い
と
、
午
後
は
で
き
る
限

り
外
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
の
日
も
か
な
り
歩
き
疲
れ
て
家
の
近
く
の
団
地

ま
で
帰

っ
た
時
、
「あ
っ
、
小
父
さ
ん
だ
。
手
伝

っ
て
、

早
く
早
く
」
と
顔
見
知
り
の
少
女
が
、
飛
び
出
し
て

き
て
私
の
手
を
取
り
、
路
地
奥
の
家
の
前
ま
で
私
を

引
っ
張
り
こ
ん
だ
。

こ
の
少
女
は
、
名
前
も
、
家
も
、
家
庭
も
全
く
知

ら
な
い
が
、
低
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
越
し
に
、
道
か
ら
庭

に
居
る
私
に
よ
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
、
小
学
校
高

学
年
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
で
あ
る
。

咄
嵯
の
こ
と
に
驚
き
訳
を
聞
く
と

「同
級
生
の
友

達
に
こ
れ
を
あ
げ
た
い
の
。
お
願
い
、
手
伝
っ
て
ピ

と
言
い
、
今
日
が
好
意
を
寄
せ
る
相
手
に
、
女
性
か

ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

だ
と
の
こ
と
。
少
女
は
少
年
に
贈
る
綺
一麗
な
包
み
を

大
事
そ
う
に
用
意
し
て
い
た
。
何
回
も
少
年
を
呼
ん

で
い
る
が
、
留
守
で
は
な
い
の
に
出
て
き
て
く
れ
な

い
と
言
う
。

延
ば
し
始
め
た
許
り
の
髪
を
後
ろ
で
二
つ
に
分
け

て
固
く
縛
り
、
上
気
し
た
頼
に
血
を
浮
か
せ
、
黒
い

瞳
が
燃
え
る
よ
う
に
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
る
。
そ

ん
な
真
剣
な
少
女
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
て
、
私
は
深

い
考
え
も
な
く
、
そ
の
家
の
玄
関
の
呼
鈴
を
押
し
た
。

〉扉
が
開
か
れ
、
母
親
ら
し
い
病
弱
気
に
見
え
る
三
十

歳
半
ば
の
女
性
が
顔
を
出
し
、
少
女
と
私
を
不
審
気

に
交
互
に
見
つ
め
る
。
私
は
誠
に
奇
妙
な
自
分
の
立

場
に
ハ
ッ
ト
気
が
つ
き
、
ク
ド
ク
ド
と
成
り
行
き
を

説
明
し
た
。
納
得
は
で
き
ぬ
が
事
情
は
判
っ
た
と
言

う
様
子
で
、
女
性
は
扉
の
中
に
消
え
た
。
息
子
を
呼

び
に
？
　
再
び
扉
が
あ
き
、
「
子
供
は
出
な
い
と
言
い

ま
す
。

」
と
、
気
の
毒
そ
う
に
少
女
に
頭
を
下
げ
た
。

一
瞬
顔
を
曇
ら
せ
た
が
少
女
は
、
「
こ
れ
を
渡
し
て
。

」

と
包
み
を
母
親
の
手
に
載
せ
、
「サ
ョ
ナ
ラ
」
と
身
を

翻
し
て
自
転
車
に
飛
び
乗
り
、
風
の
よ
う
に
去
っ
た
。

主
役
の
い
な
い
舞
台
の
道
化
役
者
じ
み
た
私
も
、

一
礼
し
て
家
を
後
に
し
た
。
「
少
女
よ
、
君
の
好
意
が

判
ら
ぬ
腑
抜
け
野
郎
な
ん
か
相
手
に
す
る
な
。

」
と
独

り
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
。
私
は
こ
ん
な
妙
な
立
場
に
生

ま
れ
て
初
め
て
遭

っ
た
。
皆
さ
ん
、
こ
ん
な
間
の
抜

け
た
私
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

投

稿

規

定

一　
会
員
消
息
　
四
〇
〇
宇
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
｛ハ
○
○
宇
以
内

原
稿
締
切
　
五
月
二
〇
日

●
字
数
は
な
る
べ
く
お
守
り
く
だ
さ
い
。

●
原
稿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
七
八
号

平
成
四
年
四
月

一
日
発
行

編
集
発
行
　
電
友
会
四
国
連
合
会

事
　
　
務
　
　
局

松
山
市

一
番
町
四
―
三

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
￥
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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働 フh」ュ回線
ダイヤル回線にくらべて相手とつながる速度が速く伝言ダイヤルや■ダイやレなどいろいろな

サービスが便利に利用できるプッシュ回線 使用料は月々390円 (短縮タイヤル付:990円 X
電話移転の際は工事責無料でt(工事責2.000円 )
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